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PRESS RELEASE 

JICA×東山動植物園連動パネル展「Our Home」連動特別イベント 

世界的なゴリラ研究者京都大学総長の山極壽一氏や東山動植物園シャバーニの飼育担当者も登壇します！ 

 

覗いてみようゴリラの世界 

緑の国ガボン・野生生物保全とエコツーリズムシンポジウム 

国際協力機構 中部センター(JICA 中部) なごや地球ひろばにおいて実施中の JICA×東山

動植物園連動パネル展「Our Home」が 7月 7日終了予定ですが、終了にあたり、「緑の国ガボ

ン・野生生物保全とエコツーリズムシンポジウム」を開催いたします。 

緑豊かな国ガボンにおいて、地域参加型エコツーリズムを通じて野生生物の保護と住民の

生計の確保を目指し、JICA草の根技術協力事業を実施している一般社団法人エコロジックの

活動の報告や世界的なゴリラ研究者でもあり、京都大学総長の山極壽一氏による講演や生物

多様性保全に関するパネルディスカッションを行います。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019 年 8 月の TICAD7 （第 7 回アフリカ開発会議）の開催に先立ち、アフリカに焦点を当て

た特別企画となります。是非この機会にご来館いただき、ご取材・情報掲載のほどお願いいた

します。 

【本件に関する問い合わせ先】 

JICA中部 なごや地球ひろば 地球案内人  

TEL：052-533-0121（代表）  e-mail：jicacbic-annainin2@jica.go.jp 

 

プ ロ グ ラ ム　（予定）

●　講　演　　15:00　～　16:20

　 ・  山極 壽一　　 京都大学総長

　　　　      　　 「ゴリラの生態と保全について」

    ・  安藤 智恵子　 一般社団法人エコロジック国際地域開発コーディネーター

　　　       　　　「ムカラバ国立公園におけるエコツーリズム開発」

●　パネルディスカッション　　16:25　～　17:30

　　テーマ    　　 ：

　　　・ゴリラなどの研究成果をエコツーリズムや野生生物保全にどのように活用するか？

　　　・ガボン・ムカラバ国立公園のゴリラなどの野生動物保全に向けて、地域住民によるエコツーリ

　　　　ズムを基盤とした課題と今後の展望

　　　・動物園が果たす野生生物保全への役割　など

　　パネリスト　：　　山極　壽一　（京都大学総長）

　　　　　　　　　　　伊東　英樹　（東山動植物園　ゴリラ飼育担当）

　　　　　　　　　　　新谷　雅徳　（エコロジック代表理事）

 　　　　　　　　　　  森田　隆博　（JICA地球環境部審議役）

　　モデレーター：　　阪口　法明　（JICA国際協力専門員）


